
１１．中学在学時に指導してほしかった事柄

１２．高等学校の進路指導への要望
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資料：文部省「中学校における進路指導に関する総合的実態調査報告書(平成11年3月）」
　　　　(公立中学校3年生について抽出調査、標本数＝３，６４７）

資料：文部科学省「高校生の就職問題検討会議報告(平成13年2月）」
　　　　(就職を希望している高校3年生について抽出調査、標本数＝９６２）




